




本 日は、お忙 しい 中、国際経営フォー ラムに ご出席頂 き、大変 あ りが とうござい
ます。今年度の国際経営 フォー ラムは、神奈川大学国際経営研 究所 と 「湘南地域産
業振興協議会」 との共 同開催で ございます。神奈川大学は皆 さんよくご存知の こと
と思い ます が、 「湘南地域産業振興協議 会」 はあま り聞 きなれ ない名称 か と思い ま
す ので、 こち らを少 しPRさ せて頂 きます。
同協議会 は、湘南地域の人材 、資源 と特色 を活 か して、創造性 と活力ある産業 の
元気づ くりを目指 して活動 してお ります。協議会のメ ンバーは平塚市や藤沢市 な ど
8つ の市町 と商工会議所 、産学公 の連携 を進 めてい る企業 と大学、それに県 の商工
機 関等で ございます。 具体的な活動 としては、企業の経営革新や創業 に対す る経 営
指導や経営相 談、それか らこの よ うな講演会やセ ミナーの開催 な どを行なってお り
ます。
2中 小企業の再生と地域
さて 、 国際 経営 フ ォー ラム です が 、 昨年 は 「地 域 の時代 と ビジネ ス革 新 」 とい う
テ ー マ で した。 これ か ら地域 と共 生 して事 業 展 開 して行 こ うとい う企 業 が、 地域 の
中で求 め られ る新 た な役 割 につ い て議 論 しま した。 そ こで は、地 域 に根 ざ し、規 模 、
業 種 に関係 な く、地 域 との コ ラボ レー シ ョン、 地域 との協調 な しには 生 き残 れ な い
とい う仮説 を検 証 し、 関係 者 に反 響 を呼 び ま した。 今 回は 、 そ の成 果 を踏 ま えて 、




わが国の経済につ きま しては、今は明るい兆 しが見 えてい ると報 じられています。
景気 が長期低迷を脱 しつつある回復基調 の中での踊 り揚にあると言 えます。 しか し、
一方では
、輸 出の低減 、IT産 業 の低迷、個人消費の鈍化 な ど、結果 として足取 りは
まだ重い といわれ てい ます。
この状況 の中で、 ビジネスの先端 で活躍 している企業家 の皆様 には、将来に対す
る不透 明感や不安感 が非常に多い と思い ます が、 こういった時期 こそ、神奈川 の素
晴 らしい地域 の活力 を思い起 こせた らいいかな と思います。私達の地元神奈川 には、
日本 の近代 工業 をず っ と リー ドしてきた とい う先進性 があ ります。工業技術立県 と
して、蓄積 してきた高い技術力 があ ります。そ して、第3に 進取 の気風 に富んだ創
造的 な県民性 とい う底力 があ ります。地域経済の再生 において、 この よ うな神奈川
県の優れ た地域力 を結集す ることが大事だ と思います。
本 日は、 これか ら地域経 済の再生 と中小企業の役割 についてお二人の先生の基調
講演 をお聴 きす ることと致 します。 千葉商科大学 の藤江俊彦教授か らは、地域経済
の再生 にお ける中小企業の革新 と役割 に関 して、大学人の代表 として思考のあ り方
を教 えて頂 きたい と願 ってお ります。 また、株式会社がん こ茶家の山岸英 明社長か
らは、地域社会 にお ける中小企業の再生 と勝利 の方程式 について、企業人 の代表 と
してその経験 の蒸留 を学 ばせて頂 けれ ば と願 ってお ります。
中小企 業のイ ノベ ーシ ョン、新規参入、中小企業の成長 可能性 な どにつ いて、ま
た、地域 の活性化 において 中小企業 の役割 とは何 かについて、会場の皆様 とともに
考 えたい と思います。
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